
第 1225 回例会 平成 24 年 8 月 29 日(水) 

今日のプログラム 

1.点      鐘   

2.ロータリーソング  

  『我らの生業』                   

3.会長の時間 

4. 幹事報告 

5.出席報告 

7.ハッピーＢＯＸ披露 

8.委員会報告 

9,ガバナー公式訪問を終えて 

 フォーラム 

10、ＳＡＡより次週例会案内 

11、点鐘 

第 1224 回例会記録 平成 24 年 8 月 23 日（木） 

■会長の時間     会長 村上 實君 

皆様こんにちは本日は第

1224 回の例会です。三ク

ラブ合同での初の「ガバ

ナー公式訪問」でもあり

ます。初の試みに会長と

いう大役を経験できます

事は今後の私自身のロー

タリー人生の中で大きな意義を成す事だと考えて大

変嬉しく思っています。 

佐土原ロータリークラブ 25 周年の節目に会長を引

き受けることになり非常に光栄に思っています。た

だ、まだ私自身のロータリー暦が 4 年である為、勉

強の 1 年だと思い全会員と協力して頑張って行き

たいと思います。 

我がクラブの今年度のテーマは、「社会奉仕・職業

奉仕・会員増強」の 3 つであり、テーマに基づいて

地域に密着した佐土原ロータリークラブでありた

いと思います。 

３つの中でも、「会員増強」を最大のテーマとして

取り組み、現在の 23 名から 30 名を達成する為、全

会員でチームワーク良く進めていける様頑張って

行きたいと思います。 

又本日は終了後 3 クラブで懇親会を行いまた一歩

深くお互いの会員同士が親交を深められる場を西

都クラブさんの方で用意していただいております。 

皆様と有意義な時間を共有出来ます事に感謝申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

■幹事報告幹事高 邦孝君 

＊例会変更届～佐土原ＲＣ 

 8 月 29 日夜間例会を通常

のお昼の例会へ変更します。 

＊ガバナー運営についてご 

      協力の御願い  

＊ クラブ社会奉仕セミナー出欠名簿添付送付 

＊ 米山記念奨学秋季例祭の案内文書 

■出席報告           原田 宗忠君 

▲会員数（23 名・出席免

除 2 名） 

▲出席数 15 名 

▲欠席届 8 名 梶田

君・郡司君・山本君・柳

田君・村岡君・林君・福

井君・吉田君     

▲出席率 76.1%   ▲修正 85.7％ 

■ハッピーＢＯＸ披露      長倉 祐一郎君 

＜ニコニコへ＞ 

◎ 村上 實君～3 クラ

ブ合同ガバナー公式訪

問を迎えて盛大に盛り

上がりましょう 

◎ 藤堂 孝一君～山下

ガバナーをお迎えして 

◎ 正岡 文郁君～ガバナー公式訪問おめでとうござ

います。ご盛会を祈念いたします。 

＜財団へ＞ 

◎ 中武 幹雄君～3 クラブ合同公式訪問おめでとう

ございます。 
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◎ 岩切 正司君～山下皓三ガバナーをお迎えして。 

■ ガバナーアドレス 

ＲＩ第 2730 地区  ガバナー 山下皓三 

皆様こんにちは、2012

－13 年度のガバナーの

重責を担うことになり

ました鹿児島西ロータ

リー・クラブ所属の山下

皓三です。よろしくお願

いします。 

 田中作次ＲＩ会長は今年度のテーマを｢奉仕を通じ

て平和を｣とされました。国際協議会においてテーマ

への思いとＲＩ戦略計画を強調されました。ロータリ

ーは変革期を迎えています。国際ロータリーではＲＩ

戦略計画の活動の実践化を推進し、ロータリー財団で

は未来の夢計画を次年度から世界全ての地区におい

て実施を開始いたします。しかし、ロータリアンやロ

ータリー・クラブがこのことについて十分な知識が無

いままでは対応が遅れてしまいます。また、ロータリ

ーのことについての知識が備わったロータリアンが

減ってきたようにも思います。ロータリーのことを知

らずにロータリーを楽しむことは出来ません。今年度

は、このことを踏まえて研修会を充実していきます。

また、ロータリーの根幹でもあります職業奉仕につい

ては、地区大会においてシンポジウムや行動展示、ポ

スター展示など職業奉仕をコンセプトに大会を企画

しています。  なぜ、ロータリーがロータリアンの

行動規範を基に、四つのテストや職業宣言など高い道

徳的水準を促進しているかを考えていただきたいと

思います。今期の地区のテーマは夢・誇り・挑戦 ―

すばらしいロータリーへの再生―です。そして、行動

指針はロータリーを学び・考え・行動するクラブづく

りとしました。地区では行動計画を 17 項目掲げて実

施してまいります。地区・リーダーシップ・プラン（Ｄ

ＬＰ）は地区レベル、クラブレベルでロータリーを強

化・充実する目的で 10 年前から採用してきました。

その延長計画としてロータリー・クラブの強化を目的

にクラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＬＰ）を推奨

してきましたが、四大奉仕がなくなるのではないかと

いう誤解から各クラブのＣＬＰ導入への意識は低下

していたようです。しかし、国際ロータリーのＲＩ戦

略計画や次年度から実施されるロータリー財団の未

来の夢計画を考えると地区とクラブとの連携が取れ

やすいＣＬＰ導入推奨する根拠の説明が必要になっ 

 

 

 

 

 

 

 

てきました。社会の変化に対応できる組織でなければ

ロータリーも存在意義がなくなります。地域に必要と

され、世界で最も優れた市民団体と認められるために、

効果的なクラブづくりをして、クラブを活性化するこ

とが大切です。結果として、会員の維持増強に繋がる

のではないでしょうか。委員会構成だけでなく、機能

の備わった組織としてのＣＬＰを理解していただき

たいと思います。 

■ クラブフォーラムの様子 

      クラブを代表して・・藤堂 孝一君 

ＣＬＰについて 

我がクラブが２６名程度の少数会

員のクラブでは、委員会構成そのも

のの計画が困難でした。2005年度の

時に委員会構成がクラブ奉仕・職業

奉仕・社会奉仕・国際奉仕の4つの

奉仕委員会が柱になりクラブ奉仕に

親睦・出席等の小委員会に分類されていてその構成に必要な人数は最低

17人必要でそれに役員人数を入れると6人必要になり24名から27名の

会員数では各委員会に委員長を選出すると委員会構成の委員がいなくな

り最低一人で3つの委員会に所属するという現実的でない組織になって

いたのが現状で、何も活動の出来ない状態でした。最低でも35人くらい

は会員が必要な組織構成だったのを痛感していました。そのような時期

にＣＬＰという構想がある事を、田中毅ＰＧのホームページで知ること

になり数年かけて我がクラブに導入しようとの計画を立て、2006年7月

１日からの年度に導入して現在に至っています。当時の委員会構成はク

ラブ管理委員会・クラブ広報委員会・ロータリー財団・奉仕プロジェク

ト委員会・会員増強委員会の５つの委員会で構成していました。現在６

年を経過しており、長所、短所出てきています 

長所 委員会構成が無理なく全会員が参加できる構成となっていてすっ

きりした感じになっています。短所は５つの委員長の下に小委員会がぶ

ら下がった状態で、小委員会の責任者意識が少なくなってきているのが

現実です。 
■集合記念写真 

 

４つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1・真実かどうか 

2・みんなに公平か 

3・好意と友情を深めるか 

4・みんなのためになるかどうか 

次週の予定 

９月５日 フォーラム 新世代について 

９月１２日会員卓話 大久保貞子・永野陽子 

９月１９日会員卓話 原田宗忠・田邉揮一郎 

９月２６日会員卓話 吉田康一郎・宮原建樹 

１０月３日フォーラム 職業奉仕について 

編集後記 

３クラブ合同の懇親会

が例会後、あかのやに

於いて開催された。全

会員が一言スピーチを

して盛会でした。 


